
A　ほぼ達成　    （8割以上）
B　おおむね達成（6割以上）

C　変化の兆し　（4割以上）

D　不十分　       （4割未満）

No． 具体的目標 課題項目の達成状況 達成度

グローバル化する社会に対応していく力を育てるために国際バカロレア（IB）のMYPプログラムの導入に
向けて取り組んだ結果、候補校に認定された。

A 認定校に向けて、教員研修を重ね先行授業を実施していく。

英語教育は、2クラス3展開の分割授業により、生徒の能力と希望により、学期ごとに所属クラスを見直せ
るように工夫し、個々の能力に応じた授業を受けられる体制を実行した。

A
次年度から実施可能な状態に環境を整備することができた。教科横断型
の授業などの新たな取り組みを推し進めたい。

英検や漢検の受験を奨励する。特に英検については、3級取得を卒業要件として課し、卒業までに英検準2
級以上の取得を呼びかけた。

B 土曜講座などを工夫し、英検の準2級以上の取得率8割を目指す。

中学生として必要不可欠な知識を備えることはもとより、CA、卒論、ガチプロなど、体験的な活動や研究
を大切にしながら、非認知能力の育成も図った。

C
知識伝達型の旧来の授業形態を見直し、生徒主体のプロジェクト型重視
の形態への移行を進める。

部活動では、全国大会に出場する団体もあり、生徒の努力と成長が認められた。委員会活動や学校行事も生
徒中心に運営する機会を設け、生徒達に達成感や協調性の大切さを実感させることができた。

A
学年を超えた縦のつながりの強化にも期待する一方で、各人には自分の
行動に責任を持たせる。

ガチプロを通じた実社会との関わりから対人関係を学んだ生徒も多い。また、「総合的な学習（CA)」の成
果を文化祭や卒業公演の中で発表できた。学習活動の様々な場面で成果の発表の場を設けることで、仲間と
の協調性を養うと共に、プレゼンテーション能力などを身に付けさせることができた。

B
教員及び生徒がPBL活動に慣れ、目的意識を持って主体的に取り組める
環境を整えたい。

いじめについては生活アンケートを実施し、担任との面談によって防止に努めた。また、薬物乱用防止、
SNS使用時の留意点、性教育、臓器移植医療など、定期的に講演会を実施し、人権意識を高め、非行防止・
人権教育・心の教育にも努めた。

B
人権教育を通じて、多様性を理解し合うとともに、思いやりの心を大切
にしたい。各人の心のバリアフリーを実現させたい。

中高連携 小中高の連携を強化するため定期的に開催し、意見交換をすることができた。 B 小学校との情報共有は進んだ。小中高で連携した行事なども考えたい。

保護者との連携
保護者会やクラス懇談会（年3回）に加え保護者面談(年1回）も実施した。年度当初の保護者会で学年運営
計画を説明し、理解と協力を求めた。また、スタディサプリ連絡帳を用いて、情報共有を図った。

B

次の時代に向けた新しい教育のあり方を推し進めると同時に保護からも
応援されるように情報共有をしていく。家庭に必要な情報を届け、学校
の取り組みについての理解をお願いする際には、情報が一方通行になら
ないように配慮する必要もある。

教育活動の配信
学校行事やクラブ・委員会活動の様子など、学校SNSなどを用いて情報を発信し、学校の様々な活動を保護
者に伝えた。

B 情報発信回数を増やしていく。

学習環境の整備 授業においても端末の利用を促し、ICTスキルの向上のために努力した。 A
ICT機器の補強、電子黒板などへの切り替え等を検討し、生徒の学習環
境を改善したい。

授業アンケー
ト・学校アン
ケートの実施

授業担当は、年2回の授業アンケートによって明らかになった改善点を精査し、一覧にして教室内に掲示
し、生徒にフィードバックしている。学校アンケートについては、2回の変化を検証し全教員で共有した。

B
授業観察や研究授業を充実させ、授業力の向上を図る。学校アンケート
の結果を踏まえ、見えていない改善点を洗い出す。

DX研修
全教職員に10時間の研修を義務付けて、3日間にわたる外部講師によるスキルアップのためのICT研修が実
現した。

A 今後も業務の中でAIを効率的に使いこなすスキルを磨いていく。

海外人材交流
カンボジアの学校へ教員を派遣や受け入れを通じて、教員の意識改革やスキルアップを図る。今年度は、1
名を派遣した。

A 継続的な交流を実現させたい。

職員研修の実施
年間を通じての教員研修はオンラインを計画した。研修内容は、職歴や職種別に研修内容を変えて受講を義
務付けた。その他、いつでも幅広い内容の講座の中からオンデマンドで受講が出来るように共有した。

B
年間を通じてより計画的な研修を実施し、資質向上に努める。リスキニ
ングのための投資を行いたい。

令和6年度 西武学園文理中学校自己評価表

目指す学校像 課題設定と合意形成の力を育む

凡例
重点目標

グローバル社会で活躍しうる主体性を持った国際人としての素養を身につける。
多様性を重視し、ともに学ぶ意識を育てる。
自己の未来を切り開く力と非認知能力を養わせる。

年度評価
次年度への課題と改善策

課題

1 教育活動

学力の向上

人間形成

2
学校として
の組織的対

応

3
教職員

人材育成

年度課題



次年度への課題と改善策 意見・要望など

⑴バスの利用率・乗車率などを踏まえて、運行状況
を把握し、改善策を探る。

⑶生徒と保護者の声に耳を傾けて、問題解決のため
のプランを策定する。

⑴MYP認定に向けて教授方法の工夫と改善をおこ
なう。

⑵ゼミや補習の更なる充実を図る。

⑶土曜日の活用について改善を図る。

⑷キャリア教育の充実を図る。

（5）ICT機器の充実と利用状況の拡大

⑵生徒からの質問や相談がしやすいように、言動に
は留意し、生徒との関係性を良好に保つ。

⑶定期的なアンケートを実施し、結果を振り返る。

⑷指導の差がでないように、研修等を通して共有と
指導方法の改善を図る。

⑸カウンセリング室と保健室と学年の連携を図る。

⑴教員は、生徒一人一人に寄り添い、伴走するサ
ポーターとしての立場を意識する。

教員評価

学校改革以来、笑顔がふえて学校のことをよ
く話してくれるようになりました。家庭学習
の目安になるようなものスケジュールが欲し
いです。早くシラバスを出していただきたい
です。勉強だけでなく全般において学校が指
導している感がなく、学校が目指す方向性が
分かりません。宿題もなくシラバスもないの
でどこを目標に勉強をすればよいかわかりま
せん。目標なく勉強をするのは大人でも難し
いのではと思っております。せめてS限を復
活していただけないでしょうか？勉強のフォ
ロや定着の対策があればお願いしたいです。
勉強のやる気ない子供も押し上げてくれる学
校だと嬉しいです。

令和6年度 西武学園文理中学校学校関係者評価

目指す学校像 課題設定と合意形成の力を育む

凡
例

Ａ　そう思う

重点目標
グローバル社会で活躍しうる主体性を持った国際人としての素養を身につける。
多様性を重視し、ともに学ぶ意識を育てる。
自己の未来を切り開く力と非認知能力を養わせる。

Ｂ　どちらかといえばそう思う
Ｃ　どちらかといえばそう思わない

E　 わからない

評価項目 学校関係者評価

総合的評価

Ｄ　そう思わない

スクールバスがもっと頻繁に出ていると良
い。今は不便を感じる。給食がない日のお昼
や部活後に食べることができるよう自販機の
量を増やしてほしいです。学習室の個別指導
を復活させて下さい。保健室が遠い。中学棟
に保健室を作ってほしい。校長先生と意見交
換する場がほしい。自由、生徒主体、だから
こそケジメをもつことの大切さも指導しても
らいたい。まだ中学生でスマホを自己管理に
するにはリスクがありすぎる。給食がない日
のお昼や部活後に食べることができるよう自
販機の量を増やしてほしいです。現状カフェ
テリアは高校生でいっぱいなのに自販機は使
用禁止となっていたり、売り切れのことも多
いと聞きます。教室後方のロッカーの老朽化
が激しく、子どもがYシャツを引っ掛けて、
かなり派手に破れてしま た Yシ ツで済

学習指導評価

S限がなくなり漢字や英単語の基礎から低下
しているように思える。プラクティステスト
も平均点や、順位が知りたかった。期末に向
けての指針になると思うので、今後は出して
いただけるとありがたいです。学習室の個別
指導を復活させて下さい。勉強のやる気ない
子供も押し上げてくれる学校だと嬉しいで
す。成績下位層に知識定着するまで補習参加
を義務付けてほしい。宿題の期日をもう少し
短くして欲しいです。ノートや宿題など、中
学生の基本的なところからできるようになり
たいです。

⑵老朽化した施設・備品などを調査し、改装・改善
を提案するなど、生徒の学校生活における安全性を
保障する。

0 50 100 150 200 250

基礎学力の定着がきちんと行われている

成績上位者をさらに伸ばしてくれる

成績下位者の面倒をよくみてくれる

普段の宿題の内容や量は適切である

長期休業中の課題の内容や量は適切である

保健室は、来室者に対し、適切に対応している

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない

0 50 100 150 200 250

生徒に公平に対応し、信頼できる

質問や相談に、誠意をもって的確に対応してくれる

教科指導力がある

生徒支援は適切である

教科カリキュラムやシラバスは適切なものである

学習指導や教科指導に満足している

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない

0 50 100 150 200 250

学校の雰囲気や校風が良い
学校行事が充実している
部活動が充実している

学費は適切であると思う
進路指導が充実している

グローバル教育が充実している
学校の立地環境はいい

いじめなどの問題が少なくていい
学校からの情報提供は、充実している

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない
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